
　エレクトロニクスの進歩に伴
う計測機器の進歩には目を見張
るものがあります。私達の所で
もマイコンと計測機器を組み合
わせて実験及びデータ処理の大
幅な省力を計っています。これ
を O A（オフィスオートメーシ
ョン）・ F A（ファクトリーオ
ートメーション）に対応するも
のとして L A（ラボラトリーオ
ートメーション）と呼びます。

　マイコンによる測定に先立ち，マイコンを制御
するプログラムを作る必要があります。プログラ

ムを書くための言語には BASIC ・ PASCAL ・ FO
 RTRAN 等々いろいろありますが， BASIC を用い
たものを BLAシステムと呼ぶ場合があります。つ

まり BASIC言語でつくったプログラムで計測を行
わせようというものです。
　さて， BLA システムの概念を図1に示しました

が,センサは観測点の温湿度･変位に見合った電流･
電圧で指示するので，これをコンピュータに理解
できる形に変換します。コンピュータの入口まで

きた情報を，プログラムに従って，ある点を決め
られた時間間隔で計測・記憶します。必要に応じ
処理しグラフ等にして表示します。

　計測の点が多くなればそれだけ人手もいり，ま
た，データ集収後の処理にも多くの時間がとられ
ます。それに作図や作表・計算の途中で初めて計

測にエラーがあることに気づくということもまま
あり，『がっくり』とするばかりか初めからやり
直さなければならないこともありましたが，この
システムを用いることでそれも少なくなりました。

　では次に林産試験場で，どのような試験研究に
　用いているか，二・三の例を紹介します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（中野隆人）

　強度試験・測定
　丈夫な・安全な構造物をつくるために材料の強
度試験，トラスやラチス梁などの構造部材の強度
試験，壁体のせん断試験などで，計測機器にマイ

　　　　　図 2　トラスの計算例
上から　解析モデル，変位図，モーメント図，
　　　　せん断力図，軸力図
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マイコンで試験・計測を簡単に

コンを組み合わせその威力を発揮しています。
　例えばトラスの試験では，以前はダイヤルゲー
ジの数だけ人がついて合図と同時に一斉に目盛り
を読み上げていましたが，今は一切マイコンのプ
ログラムに任せ試験中は一人で十分となり，試験
結果の処理も何日もかかっていたものがプログラ
ムさえ作ってあれば数分のうちに終了します。
　これは試験結果をすぐに次の試験にフイードバ
ックできることを意味じ，より質の高い試験が行
なえる可能性を持つことになります。なお，トラ
スについては12月号で特集として取り上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　（長谷川雅浩）

　応力緩和の測定
　木材で造った本棚の本を棚からおろすと棚板が
わん曲しているのを見かけることがあります。こ
れは棚板に本の重みが長時間加わったために生じ
たものでクリープと言います。一定加重を与えた
ときの変位が時間とともに増大する現象です。応
力緩和とは，このクリープの逆で物体に一定の変
形を与え固定しておいた時，応力（もとに戻ろう
とする力）が時間とともに減少する現象をいいま
す。この緩和のしかたは温度によって著しく影響
を受け，挙動は物質の内部構造を反映したものと
なります。
　したがって当場で木材の持つ欠点の克服の一環
として，木材とプラスチックの複合化（ W P C…
ゴルフクラブやゲートボールのヘッドなどに用い
られています）の試験・研究を行ってきています
が，例えば，このような化学的処理を施した物の

処理木材の内部のようすを探る

応力緩和を測定しますと，処理に伴う物質の内部
構造の変化を知ることができる訳です。
　　　　　　　　　　　　　　　　（中野隆人）

　住環境の測定
　林産試験場では木質材料の住宅部材への利用拡
大の一つとして実際に木造の試験棟を建て，その
内装に木質材料を使い，人間が住んでいるのと同
じような室内環境を作り，さまざまな測定を行っ
ています。

木造住宅の温湿度を測る

　過去 2年間で，天井裏・床下・室内の温湿度の
測定を行いました。現在は，住宅の高断熱・高気
密化に伴う壁体内部の結露被害の増大ということ
から，試験棟の壁体の一部に最近話題となってい
る通気層工法を用いた壁を設けるなど，各種の壁
体内部の温湿度環境測定を行い，通気層が持つ結
露防止性能，及びそれが断熱性能に及ぼす影響な
ど，さまざまな方向から北海道の風土に合った木
造住宅のあり方を探っています。

　おわりに
　以上，マイコンによる各種の測定をのべてきま
したが，マイコンによって試験・研究の方法が飛
躍的に便利になったと言っても，それによって得
られたデータを解釈し意味づけを行い，判断する
のは人間であり，マイコンではありません。やは
り最後に問題となるのは人間の頭脳ということで，
この点は昔も今も変わらないようです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（石村和正）


